
　　　　

（別添資料１）

事業所名 SODATEキッズ　大竜町パーク 支援プログラム（参考様式） 作成日 R7 年 2 月 1 日

法人（事業所）理念
豊富な知育玩具を通じて、子どもが楽しみながら考える力、表現する力、創造力を育てます。学びと遊びを融合させた環境で子どもの好奇心を引き出し、子どもたちが自分らしく挑戦し成
功体験を積み重ねられる場を提供します。保護者との連携を取りながら、子育てがより楽しくなるように家族支援をします。

支援方針
子どもの発達段階や個々のニーズに応じた支援計画のもと、安心して過ごせるような環境の中で子どもが楽しく参加できる遊びを通じて社会性や日常生活における基本的なルールやマナー
を身につけるように支援を行います。また、保護者と密に連携をし、家庭での育児や生活場面での支援方法について相談し合い保護者の意向を尊重し共に子どもの成長を見守る姿勢を持ち
ます。

営業時間 10 時 0 分から 18 時 0 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活
・身の回りのことの練習：食事、着替えトイレなどの自立支援
・健康管理：睡眠、食事、運動の習慣を整えられるよう生活リズムの確立を目指す

運動・感覚
・粗大運動：トランポリン、バランスボード、平均台を用いてのバランス能力の向上に努める
・運動遊びの中で体幹を鍛える運動を提供し、座位保持、体力の向上を目指す

認知・行動
・絵カードやスケジュールボードを使用して、視覚的に分かりやすく見通しを持って生活が送れるように支援をしていく。また、日常生活のサイクルをパターン化することによって成功体
験を積み重ね自立を促していく。
・適切な行動ができた時に褒めることでポジティブな行動を増やしていく。

言語
コミュニケーション

・生活する中で短い会話ややり取りの練習（「こんにちは」と挨拶をするなど）を行い、コミュニケーションスキルの習得を目指す。
・絵カードや単語カードを使って身近な物の名前を学び語彙力を育んでいく。

人間関係
社会性

・場面に応じた挨拶や言葉を繰り返し練習することで基本的なコミュニケーションスキルの習得を目指し、相手の話を聞く力を養う。
・遊びの中で「守るべきルール」と「自由な活動をする場面」の違いを学び、社会性の発展を促す。

家族支援
・子どもの発達段階に合わせた支援やケア方法についての情報提供をしながら困
りごとに対する具体的な対応策を提案する。

移行支援
・関係機関との情報共有や連携を強化しながら子どもの発達状況に合わせ
て新たな目標を設定し、新しい環境への適応を促すための準備をする。

地域支援・地域連携
自治体や支援機関、保育園、幼稚園、医療機関などと連携し、子どもの成長を包
括的にサポートしていく。

職員の質の向上
外部研修の受講や、事業所内研修の定期実施、資格取得の推奨をし、専門
的知識の習得や実践的なスキルの向上目指す。

主な行事等 ・施設外活動（水族館、動物園、科学館等）・季節ごとのイベント（初詣、クリスマス会など）・長期休暇中の一日療育


